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Cation-Chloride-Cotransporter 9 （CCC9）は、共輸送体のひとつで、フロセマイド（利尿剤の一種）感受性の

Na+/K+/Cl-共輸送体ファミリーに属します。腎臓や空腸に発現しており、ルビジウムやカリウムを運ぶと考えられ

ています。 
本抗体は、マウスCCC9の部分ペプチドを免疫抗原として作製しました。マウスに対してだけでなく、ラットとも

交差性を示しており、体内恒常性システムに関する研究に有用であると思われます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究用試薬

抗マウス Cation-Chloride-Cotransporter 9 ポリクローナル抗体 

 

容量 25µg（100µL/vial） 
形状 ウサギポリクローナル抗体 0.25mg/mL、凍結品 
バッファー PBS [2%ブロックエース（安定化蛋白）、0.1%proclin 含有] 
保管方法 －20℃以下 

抗体を低濃度にて冷蔵保管されますと、失活する恐れがあります。 
融解後は 4℃で保存し、お早めにご使用下さい。 
また凍結融解を繰り返すことは避けて下さい。 

製造方法 マウス CCC9 の部分ペプチドを免疫して得られたウサギの抗血清より、ペプチドアフィニ
ティーカラムにて精製。 

使用濃度  免疫組織染色：2～5µg/mL 

免疫組織染色 

Sample：ラット小腸 

 

提供：自治医科大学 腎臓内科 

石橋 賢一 先生 
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